
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                 

令

和

二

年

度

の

第

五

十

四

回
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
当
初
予
定
の

通
常
開
催
が
不
可
能
と
な
っ
た

た
め
、
初
め
て
書
面
決
議
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

五
月
二
十
一
日(

木)

午
後
六

時
よ
り
、
組
合
会
議
室
に
於
い

て
北
島
憲
高
理
事
長
、
平
山
良

一
副
理
事
長
、
本
間
敏
道
専
務

理
事
の
出
席
に
よ
り
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
北
島
理
事
長
が
「
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
う
形
で

の
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
慎

重
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
、
本
間
専
務
理
事
が
出

席
状
況
に
つ
い
て
、
本
人
出
席

四
名
、
書
面
決
議
に
よ
る
出
席

二
十
三
名
、
計
二
十
七
名
の
参

加
で
過
半
数
に
達
し
て
い
る
た

め
、
本
日
の
総
会
は
成
立
し
て

い
る
と
報
告
、
北
島
理
事
長
を

議
長
に
選
出
し
各
議
案
の
審
議

に
移
り
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
・
平
成
三
十
一

年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
に
つ
い
て
、

本
間
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ

り
、
平
山
副
理
事
長
が
監
査
報

告(

代
読)

し
、
原
案
通
り
満
場

一
致
で
可
決
承
認
、
第
二
号
議

案
・
令
和
二
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
に
つ

い
て
本
間
専
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
、
原
案
通
り
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
号
議
案
・
令
和
二
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定

の
件
に
つ
い
て
も
本
間
専
務
理

事
よ
り
従
来
通
り
二
千
万
円
に

し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、
原
案

通

り

可

決

承

認

、

第

四

号

議

案
・
役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ

い
て
は
本
間
専
務
理
事
よ
り
従

来
通
り
支
給
し
な
い
旨
が
報
告

さ
れ
。
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
三
役
会
が
開
か

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
組
合
が
行
っ
た
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
第
二
弾

に
つ
い
て
、
現
状
で
は
ま
だ
そ

う
大
き
な
影
響
は
出
て
い
な
い

が
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
影
響
が

拡
大
す
る
と
い
う
点
で
意
見
が

一
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
持
続
化
給
付
金
や
雇

用
調
整
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て

も
、
売
り
上
げ
が
五
〇
％
減
少

し
て
い
な
く
て
は
駄
目
だ
と
か

申
請
手
続
き
が
あ
ま
り
に
も
煩

雑
と
い
う
声
が
多
く
、
申
請
の

前
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
組
合

員
が
多
い
こ
と
も
報
告
さ
れ
、

今
後
さ
ら
に
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

令
和
二
年
度
事
業
計
画 

  

実
施
事
業 

１
．
技
術
・
環
境
対
策
委
員
会 

 

新
技
術
、
新
商
品
の
積
極
的

な
開
発
と
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
組
む 

 

①
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展

の
開
催 

 

②
Ｒ
Ｐ
Ｆ
化
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル

化

事

業

の

さ

ら

な

る

普

及
・
啓
蒙 

 

③
製
版
技
術
の
Ｃ
Ｔ
Ｐ
化
に

よ
る
進
歩
に
遅
れ
な
い
た
め
の

版
や
刃
型
な
ど
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
勉
強
会
の
実
施 

 

④
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
の

将
来
性
と
課
題
に
つ
い
て
検
討

す
る 

 
 

 

２
．
教
育
・
経
営
委
員
会 

 

経
営
者
と
従
業
員
の
意
識
改

革
と
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に

し
た
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。 

①

人

材

の

育

成

を

目

指

し

た
、
経
営
者
、
従
業
員
へ
の
教

育
支
援
「
出
前
・
出
張
講
座
」

の
実
施 

②

環

境

対

応

へ

の

シ

ー

ル
・
印
刷
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
取
得
支
援 

 

③ 

小
規
模
・
零
細
企
業
向

け
の

簡

易

版

事

業

継

続

計

画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
推
進 

３
．
広
報
・
情
報
シ
ス
テ
ム
化

委
員
会 

組

合

員

に

対

し

迅

速

な

情

報
の
提
供
と
、
組
合
事
業
の
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、 

多
様
な
情
報
化
時
代
へ
の
対
応

を
は
か
る
。 

 

①
組
合
機
関
紙
『
ラ
ベ
ル
ニ

ュ
ー
ス
』
の
よ
り
い
っ
そ
う
の

URL  http://www.label-tokyo.com/               E メール label@ka2.so-net.ne.jp 
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第 54 回通常総会を開催  

新型コロナウイルス感染のため 

  初の書面決議の変則開催に 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:label@ka2.so-net.ne.jp


紙
面
充
実
を
は
か
る
。 

②

組

合

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

内
容
に
つ
い
て
、
大
幅
な
見
直

し
と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究 

③

国

や

東

京

都

な

ど

の

金

融
情
報
、
助
成
金
情
報
の
迅
速

な
提
供
を
は
か
る
。 

４
．
福
利
厚
生
委
員
会 

 

組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
各
種
事
業
を

行
い
、
ゆ
と
り
と
余
裕
の
あ
る

労
働
環
境
構
築
に
努
め
る
。 

①

従

業

員

対

象

の

働

き

方

改
革
の
徹
底
、
有
給
休
暇
取
得

率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
。 

 

 

②
組
合
研
修
旅
行
と
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
の
実
施
な
ど
組
合
員
、

従
業
員
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
の
充
実 

 
 

 

 
 

③
育
児
休
業
や
介
護
休
業
法

な
ど
関
連
法
規
の
周
知
徹
底
。 

５
．
事
業
委
員
会 

 

①
組
合
財
政
の
基
盤
強
化
の

た
め
に
、
副
資
材
の
共
同
購
入

と
新
た
な
事
業
収
入
の
道
を
探

る
。 ②

雄
型
用
紙
等
、
副
資
材
等

組
合
取
扱
商
品
の
使
用
方
法
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介 

③

組

合

オ

リ

ジ

ナ

ル

取

扱

商
品
の
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。 

④

組

合

取

扱

商

品

の

拡

大

と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。 

 
 

             

 

組
合
で
は
こ
の
ほ
ど
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
第
二
弾
」

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。 

 

今
回
の
調
査
は
第
一
弾
か
ら

二
か
月
経
過
し
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
具
体
的

に
ど
の
程
度
の
影
響
が
出
て
い

る
の
か
、
ま
た
持
続
化
給
付
金

や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
申

請
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。
回
答
率
は
二
十

一
社
、
四
七
％
。 

問
一
の
「
売
り
上
げ
の
変
化

に
つ
い
て
」
は
、
「
低
下
し
た
」

が
十
五
社
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

五
社
、「
増
え
た
」
が
一
社
だ
っ

た
。 

 

問
二
の
「
何
％
減
っ
た
か
」

に
つ
い
て
は
、「
二
〇
％
」
が
六

社
、
「
一
〇
％
」
が
四
社
、
「
三

〇
％
」
が
三
社
、「
四
〇
％
」
が

一
社
、
「
五
％
」
が
一
社
、
「
八

〇
％
」
と
い
う
大
幅
減
も
一
社

あ
っ
た
。
逆
に
「
五
％
」
増
え

た
が
一
社
と
な
っ
て
い
る
。 

 

問
三
の
「
国
や
都
の
緊
急
融

資
制
度
や
雇
用
調
整
助
成
金
の

申
請
を
し
ま
し
た
」
か
に
つ
い

て
は
、「
申
請
し
て
い
な
い
」
が

七
社
、「
申
請
し
て
い
る
」
が
四

社
、「
検
討
中
」
が
六
社
で
し
た
。 

 

問
四
の
「
申
請
し
て
い
る
の

は
何
か
」
に
つ
い
て
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

特
別
資
金
」
が
一
社
、「
雇
用
調

整
助
成
金
」
が
二
社
、「
持
続
化

給
付
金
」
が
二
社
、「
公
庫
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
」
が
一
社

で
し
た
。 

 

問
五
の
「
申
請
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
特
に
必
要
と
し
て
い
な
い
」

が
四
社
、「
そ
の
他
」
が
三
社
で
、

そ
の
内
訳
は
「
急
い
で
い
な
い
」

「
今
現
在
売
り
上
げ
低
下
が
基

準
値
に
届
い
て
い
な
い
た
め
」

「
事
業
所
の
た
め
本
社
管
轄
」

な
ど
で
し
た
。 

 

ま
た
、
意
見
と
し
て
「
持
続

化
給
付
金
を
申
請
し
た
が
、
売

り
上
げ
低
下
が
基
準
の
五
〇
％

に
届
い
て
い
な
い
た
め
申
請
不

可
で
し
た
」
、
「
ま
だ
具
体
的
な

影
響
は
出
て
い
な
い
が
運
転
資

金
と
し
て
無
利
息
の
融
資
を
考

え
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
結
果
を
見
る
と
、
こ

の
二
か
月
で
は
そ
れ
ほ
ど
影
響

は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
む
し

ろ
今
後
半
年
、
一
年
先
が
危
惧

さ
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
る
。 

 

持
続
化
給
付
金
は
ひ
と
月
の

売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
五

〇
％
以
上
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

現
状
で
は
難
し
い
こ
と
、
ま
た

雇
用
調
整
助
成
金
は
、
大
分
簡

素
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
申
請

手
続
き
が
煩
雑
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

 

中
に
は
国
や
東
京
都
の
助
成

金
よ
り
も
、
区
や
地
元
の
信
用

金
庫
の
方
が
こ
う
い
う
時
に
は 

対
応
が
早
い
と
、
融
資
を
す
で

に
受
け
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。 

 
組
合
で
は
今
後
も
現
状
を
注

視
し
な
が
ら
、
最
新
の
情
報
を

的
確
に
組
合
員
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

                            
 

    

緊急アンケート調査第 2 弾  

売り上げ低下は７０％に 

申請手続き煩雑の意見も 



                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

雇 用 調 整 助 成 金 

(新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例) 
事業主の皆さまに、雇用調整助成金を活用し雇用維持に努めて頂けるよう、特例措置をさら

に拡充しました 

 新型コロナウィルス感染症の影響を受ける事業主を支援するため、4 月 1 日～6 月 30 日の緊急

対応期間中は、全国で、全ての業種の事業主を対象に、雇用調整助成金の特例措置を実施します。 

  

 

 



     

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

金

子
慎
吾
会
長)

で
は
、
傘
下
一
〇

団
体
と
日
本
印
刷
技
術
協
会
か

ら
抽
出 

し
た 

七
一
三 
社
に

「
印
刷
業
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
印
刷
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
』
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど 

「
二
〇
一
九 

年
デ
ジ
タ
ル
印

刷
市
場
の
現
状
」
と
題
す
る
報

告
書
を
公
開
し
ま
し
た
。
二
一

三 

社
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
回
答
率
は
二
九
・
九
％

で
し
た
。 

 

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
は
全
回
答

企
業
の 

八
四
・
〇
％
（
一
七
九 

社
）
が
保
有
し
、
保
有
台
数
の

合
計
は 

六
五
五 

台
で 

あ
っ

た
。 保

有

企

業

で

台

数

未

回

答

の
企
業
を
除
い
て
計
算
す
る
と 

一
社
平
均 

三
・
八
九
台
で
あ
っ

た
。
一
社 

で
の
最
多
保
有
台
数

は 

三
十
三 

台
で
、
内
訳
は
ト

ナ
ー
機 

二
〇 

台
、
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
機 

十
三 

台
で
あ
っ
た
。 

設
問
構
成
と
し
て
は
、
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
企
業
属
性
、
デ

ジ
タ
ル
印
刷
の
売
上
構
成
比
、 

     

方

式

別

の

デ

ジ

タ

ル

印

刷

機
の
保
有
台
数
、
稼
働
状
況
、

収
益
性
と
月
間
の
出
力
枚
数
を

質
問
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は

前
年
度
の
調
査
項
目
を
踏
襲
し

て
い
る
。 

 

つ

ぎ

に

デ

ジ

タ

ル

印

刷

が

適
し
て
い
る
あ
る
い
は
将
来
の

成
長
が
見
込
め
る
市
場
を
探
る

た
め
印
刷
物
の
受
注
品
目
別
に

現
状
の
売
上
上
位
順
、
昨
今
の

傾
向
と
将
来
性
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
。 

ま
た
、
自
社
で
デ
ジ
タ
ル
印

刷
の
売
上
が
最
も
高
い
品
目
に

つ
い
て
は
、
受
注
一
件
あ
た
り

の

平

均

ロ

ッ

ト

と

受

注

金

額 

を
聞
い
て
い
る
。 

さ
ら
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
点
を
探

る
た
め
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
ど
の

よ
う
な
特
性
を
顧
客
に
訴
求
し

て
い
る
か
を
質
問
し
て
い
る
。 

 
 

 

ま
た
、
印
刷
会
社
が
抱
い
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
将
来
像

を
端
的
に
探
る
た
め
デ
ジ
タ
ル

印
刷
が
従
来
の
印
刷
を
超
え
る

時
期
も
質
問
し
て
い
る
。 

 

     

回

答

企

業

の

全

体

の

売

上

に
占
め
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
割

合
は
平
均 

一
二
・
四
％
で
前
年

度
の 

十
一
・
二
％
か
ら
わ
ず
か

な
が
ら
増
加
し
た
。
一
社
平
均

の
保
有
台
数
は
三
・
八
八 

台
で
、

前
年
度
の 

四
・
二
八 

台
か
ら 

〇
・
四 

ポ
イ
ン
ト
減
少
、
大
判

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
台
数
減
が

影
響
し
て
い
る
。 

 

オ

フ

セ

ッ

ト

な

ど

の

従

来

印
刷
を
超
え
る
時
期
を
尋
ね
た

設
問
で
は
、「
超
え
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う 

回
答
は 

六
一
・

四
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
の 

六

八
・
七
％
か
ら
は 

七%

以
上
減

少
、
若
干
で
は
あ
る
が
デ
ジ 

タ

ル
印
刷
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
化

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

方
式
別
で
は
ト
ナ
ー
（
粉

体
）
が 

三
七
一 
台
、
ト
ナ
ー

（
液
体
）
が 

二
八 
台
、
大
判

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
が 

一
八
六 

台
、
高
速
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
枚

葉
）
が 

十
七 

台
、
高
速
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
連
帳
）
が 

二
十

六 

台
、
イ
ン
ク 

ジ
ェ
ッ
ト
（
オ

フ
セ
ッ
ト
機
等
搭
載
）
が 

三 

台
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
が 

二
十

四
台
で
あ
っ
た
。 

大

判

イ

ン

ク

ジ

ェ

ッ

ト

は

前
年
度
の 

二
四
六 

台
か
ら
大

幅
減
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
は
前

年
度
の 

八 

台
か
ら
大
幅
増
と

な
っ
て
い
る
。 

 

デ

ジ

タ

ル

印

刷

の

売

上

上

位
の
受
注
品
目
の
順
位
は 

一 

位
が
事
務
用
印
刷
、
二 

位
が 

Ｄ
Ｍ
、
三 

位
が
報
告 

書
、
論

文
、
議
事
録
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
成
長
率
、
将
来
性
に
つ
い

て
は 

Ｄ
Ｍ 

に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
る
。 

リ

シ

ー

ル

の

リ

ス

ク

要

因

と
し
て
は
色
の
鮮
や
か
さ
に
劣

る
（
例
え
ば
落
款
の
朱
色
） 

・

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
で
は
ア
ナ
ロ

グ
機
の
よ
う
に
ワ
ン
パ
ス
で
後

加
工
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、

工
数
が
増
え
る 

そ

の

他

の

リ

ス

ク

要

因

と

し
て
、
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

見
極
め
が
難
し
い
。
減
価
償
却

期
間
が
短
く
、
短
期
間
で
採
算

ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
必
要
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
の
機
能
が
向

上
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
顧
客
の
内

製
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。 

                                

 

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が
デ
ジ
タ
ル
印
刷
に
関
す
る
調
査
を 

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
大
幅
に
伸
び
る
も
課
題
も
多
く 

 
 

 



■
屋
内
は
全
面
禁
煙
に 

飲

食

店

運

営

に

大

き

な

影

響
が
あ
る
改
正
健
康
増
進
法
。

今
年
年
四
月
一
日
か
ら
屋
内
は

原
則
禁
煙
に
な
っ
た
が
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

現
状
の
喫
煙
環
境
を
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
東
京

都
を
は
じ
め
複
数
の
自
治
体
で

は
、
国
の
動
き
に
前
後
し
て
独 

               自
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。
中
に
は
改
正
法

よ
り
厳
し
い
規
制
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

確
認
が
必
要
だ
。 

売
上
に
も
繋
が
る
テ
ー
マ
で

あ
り
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
受
動
喫
煙
対
策
。
た
ば
こ
を

吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
飲
食

を
楽
し
め
る
店
舗
に
す
る
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
す
る
。 

■
都
は
国
よ
り
厳
し
い
基
準 

二

〇

一

八

年

六

月

に

東

京

都
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
、

七
月
に
国
の
改
正
健
康
増
進
法

が
成
立
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対

応
す
る
た
め
、
都
条
例
は
国
の

法
律
よ
り
も
規
制
内
容
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
違
い

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

飲
食
店
に
関
す
る
部
分
の
み
を 

表
に
ま
と
め
た
。 

前
提
と
な
る
改
正
健
康
増
進
法

の
ポ
イ
ン
ト
は
、 

① 

客
席
面
積
が
一
〇
〇
㎡
を 

超
え
る 

②  

資
本
金
が
５
千
万
円
を
超

え
る 

③  

今
年
四
月
一
日
以
降
の
新

規
店  

こ

の

う

ち

ど

れ

か

一

つ

に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
原
則
禁

煙
の
規
制
対
象
と
な
る
。
該
当

す
る
の
は
全
国
の
飲
食
店
の
う

ち
約
四
五
％
。
つ
ま
り
、
客
席

面
積
が
一
〇
〇
㎡
以
下
か
つ
資

本
金
５
千
万
円
以
下
の
既
存
店

は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
個
別

の
規
制
が
な
い
限
り
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
喫
煙
が
可
能
だ
。
ま

た
、
喫
煙
を
主
目
的
と
す
る
バ

ー
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
も
飲
食
と

共
に
喫
煙
で
き
る
。 

■
東
京
都
は
規
制
条
件
に
従

業
員
の
有
無
を
盛
り
込
む 

東
京
都
の
条
例
で
は
、
国
の

規
制
条
件
に
加
え
て
従
業
員
の

有
無
が
加
わ
っ
て
い
る
。
客
席

面
積
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
従

業
員
を
雇
っ
て
い
る
場
合
に
は

原
則
禁
煙
だ
。
こ
れ
は
弱
い
立

場
に
い
る
飲
食
店
の
従
業
員
を

受
動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め
の
も

の
で
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
れ
ば
、
都
内
の
飲
食
店

の
う
ち
約
八
四
％
が
規
制
の
対

象
と
な
る
。 

な
お
、
客
席
面
積
が
一
〇
〇

㎡
以
下
で
規
制
の
対
象
外
だ
っ

た
店
舗
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

っ
て
、
客
席
面
積
を
増
床
さ
せ

た
場
合
は
、
既
存
店
で
あ
っ
て

も
規
制
対
象
と
な
る
。 

さ
ら
に
、
受
動
喫
煙
防
止
の

観
点
か
ら
未
成
年
の
喫
煙
室
へ

の
立
ち
入
り
は
制
限
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
小
規
模
店
舗
で
も
禁

煙
や
分
煙
対
策
を
し
て
い
な
い

喫
煙
可
能
店
舗
に
は
、
未
成
年

は
入
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
客

だ
け
で
な
く
従
業
員
に
も
適
用

さ
れ
る
た
め
、
未
成
年
の
従
業

員
は
喫
煙
・
分
煙
ス
ペ
ー
ス
へ

の
料
理
の
配
膳
だ
け
で
な
く
、

清
掃
な
ど
の
業
務
を
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。 

■
未
成
年
の
従
業
員
に
も
配
慮 

さ
ら
に
、
受
動
喫
煙
防
止
の

観
点
か
ら
未
成
年
の
喫
煙
室
へ

の
立
ち
入
り
は
制
限
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
小
規
模
店
舗
で
も
禁

煙
や
分
煙
対
策
を
し
て
い
な
い

喫
煙
可
能
店
舗
に
は
、
未
成
年

は
入
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
客

だ
け
で
な
く
従
業
員
に
も
適
用

さ
れ
る
た
め
、
未
成
年
の
従
業

員
は
喫
煙
・
分
煙
ス
ペ
ー
ス
へ

の
料
理
の
配
膳
だ
け
で
な
く
、

清
掃
な
ど
の
業
務
を
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
高
校
生
、
大

学
生
な
ど
未
成
年
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
雇
っ
て
い
る
場
合
は
、
業

務
の
範
囲
を
切
り
分
け
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
店
内
で
喫
煙
で
き
る

場
合
は
、
店
頭
や
喫
煙
室
に
指

定
の
標
識
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
の

提
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
規

制
対
象
と
な
ら
な
い
飲
食
店
で

も
標
識
の
掲
示
は
必
要
だ
。
標

識
の
一
例
は
厚
生
労
働
省
の
受

動
喫
煙
対
策
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。 

【
参
考
資
料
】 

h
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o
m
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No170 健康がいちばん !   

4 月 1 日より屋内全面禁煙に 

東京は 84％の飲食店が規制対象 

https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/sign/
https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/sign/
https://www.foods-ch.com/


   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
リ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
使
用
済

み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
料
に
し

て
つ
く
ら
れ
た
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹

脂
を
表
面
基
材
に
八
〇
％
以
上

使
用
し
た
ラ
ベ
ル
素
材
を
二
〇

一
五
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
。

今
回
新
た
に
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹

脂
を
一
〇
〇
％
使
用
し
た
ラ
ベ 

       

    
 

 

           

  

 

ル
素
材
を
開
発
。
環
境
配
慮
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
フ
ィ
ル
ム

ベ
ー
ス
の
ラ
ベ
ル
素
材
「
カ
イ

ナ
ス
シ
リ
ー
ズ
」
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
追
加
し
、
こ
の
ほ
ど
国

内
外
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

今
回
発
売
し
た
「
Ｋ
Ｐ
三
八

〇
二
Ｌ
」(

透
明
タ
イ
プ)

は
、 

                      

   

表
面
基
材
に
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂

を
一
〇
〇
％
使
用
し
な
が
ら
も
、

再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用

し
て
い
な
い
非
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ

ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
の
ラ
ベ
ル
素
材

と
同
程
度
の
物
性
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
表
面
基
材
の

厚
み
が
三
八
㎛
と
、
汎
用
品(

五

〇
㎛)

に
比
べ
て
薄
い
た
め
、
再

生
原
材
料
自
体
の
使
用
量
削
減

に
貢
献
し
ま
す
。 

 
 

二
〇
一
五
年
の
発
売
以
来
、

世
界
各
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
表
面
基
材
に
再
生
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
を
八
〇
％
以
上
使
用
し

た
ア
イ
テ
ム
を
拡
充
し
て
き
た
。 

粘

着

剤

に

つ

い

て

も

溶

剤

を
使
用
し
な
い
環
境
配
慮
型
の

新
規
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
を

採
用
。
商
品
の
表
示
ラ
ベ
ル
や

Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ
ベ

ル
な
ど
の
用
途
で
幅
広
く
使
用

で
き
る
。
同
社
で
は
今
後
も
、

環
境
負
荷
低
減
に
つ
な
が
る
ラ

ベ
ル
素
材
の
開
発
・
提
案
に
注

力
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、 

①
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

原
料
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
再
生

Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
表
面
機
材
に 

   

一
〇
〇
％
使
用
し
た
ラ
ベ
ル
素

材
。 

②
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
を
使 

用
し
て
い
な
い
非
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ

フ
ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
の
ラ
ベ
ル
素

材
と
同
程
度
の
物
性
を
実
現
。 

③
面
基
材
の
厚
み
が
三
八 

㎛
と
、
汎
用
品(

五
〇
㎛)

に
比

べ
て
薄
い
た
め
、
再
生
原
材
料

自
体
の
使
用
量
削
減
に
貢
献
。 

④
粘
着
剤
は
、
溶
剤
を
使
用
し

な
い
環
境
配
慮
型
の
新
規
エ
マ

ル
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
を
採
用
。
商

品
の
表
示
ラ
ベ
ル
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・

ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
な
ど
の

用
途
で
幅
広
く
ご
使
用
で
き
る
。 

 

仕
様
は
次
の
通
り
。 

 

品

番

・

Ｋ

Ｐ

三

八

〇

二
Ｌ 

表
面
機
材
・（
厚
み
）
透
明
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム(3

8
µ

m
)  

【
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
使
用
比
率

一
〇
〇
％
】 

粘
着
剤
・
強
粘

着
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
タ
イ
プ 

剝

離
紙
・
片
面
ポ
リ
ラ
ミ
グ
ラ
シ

ン
紙 

 

主
な
用
途
と
し
て
は
、
日
用

品
・
化
粧
品
・
食
品
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
商
品
の
表
示
ラ
ベ

ル
、P

O
P

・
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ

ベ
ル
な
ど 

                                 

第
一
七
八
回

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

再生 PET 樹脂を 100％使用したラベル素材  

ラベル素材のラインアップを拡充 

 


